Chapter 1
Steve and Ryoma
指導のポイント　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
・「革新者」の定義について理解させ，またそこにはどんな要素が必要なのかを考えさせる。
・スティーブ・ジョブズの成功と困難を紹介することで，「革新者」たるには「信念を持ち続けること」が必要であると理解させる。
・同様に坂本龍馬の考え方，生き方を紹介することで「信念」がやはりキーワードであることを理解させる。
・二人の「革新者」に共通であるのが「信念を持ち続けること」であり，このことを理解し，また学習者自身にも生きる上で「信念」が大切であることを考えさせる。
・according to ～「～によれば」as to ～「～に関して」keep 現在分詞　「　　し続ける」などを理解させる。
・while（であるが） やhowever（しかしながら）など譲歩を表す語を示したあとに，筆者が主張を展開する表現手法を理解させる。
	1時間目
	パラグラフ１～３（p.28）

	指導のポイント
	・innovator，according to ～などの語彙をしっかり理解させる。
・「革新者」の定義について理解させ，「革新者」であるスティーブ・ジョブズの生き方と彼の信念について理解させる。
・while, howeverなどのディスコースマーカーを理解し，論理展開に注意して読解を進める。

	主な言語材料
	・according to ～
・take a look at ～
・as to
・even if ～
・keep doing
・live on ～

	2時間目
	Comprehension, One More Step, Skill Check （p.29）

	指導のポイント
	・１時間目の学習内容を実際の問題の形で定着を図る。
・音声教材を使用して「聞く力」と「聞いて理解する力」を確認する。
・対比のディスコースマーカーの指摘と機能の理解をさせる。

	3時間目
	パラグラフ ４～６ （p.30）

	指導のポイント
	・imperial，deal withなどの語彙をしっかり理解させる。
・もう一人の「革新者」である坂本龍馬の生き方や考え方を理解させる。
・however，even though，whateverなどのディスコースマーカーの抽出，重要な多義語の定着確認も行う。

	主な言語材料
	・at the end of ～
・as well
・deal with ～
・even though～
・give up
・come true
・be sure of
・believe in
・stop along the way

	4時間目
	Comprehension, One More Step, Skill Check （p.31）

	指導のポイント
	・３時間目の学習内容を問題の形で主題や文法，詳細などを理解できているか確認する。
・音声教材を使用することで「聞く力」と「聞いて理解する力」についても確認する。
・本文中にある数字を理解できているか，言い換えなどを指示語などから探し出せるかなどを確認する。

	主な言語材料
	・fight against ～
・whatever S V

	5時間目
	Review （p.32）

	指導のポイント
	・主題を選ぶ問題を通して本文の内容理解にとどまらず，主題を押さえて読む力をつけさせる。
・本文の内容を表形式で表し，また空欄を埋めることで本文内容の再確認と要約問題に慣れさせる。
・指定された頭文字を手掛かりに，本文内容の再確認と要約問題に慣れさせる。

	6時間目
	Grammar and Exercises （p.33）

	指導のポイント
	・according to ～，as to ～，keep ～現在分詞などの本文中の重要文法の定着度を空欄補充や並べ替えにより確認する。
・本文中の新出単語の意味を確認して定着へとつなげる。

	主な言語材料
	・there is a chance of ～
・most of ～

	7時間目
	Activity （p.118）

	指導のポイント
	・音声による本文内容の確認を行い，リスニング力の向上を図る。
・自身の尊敬する人物を，尊敬する理由やその人物の功績などを論理立てて説明できるようにする。これにより英作文の力も向上させていく。
・発表を行うことで自身の発表の評価を確認する。また他の発表者の内容も参考にして自身のスキルアップの手掛かりとする。




観点別評価規準（案）
観点別評価規準（案）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
	観　点
	評価規準

	関心
意欲
態度
	●教師の音声指導に対し，積極的に声を出して発話しようとしている。
●既習の英文知識を利用して，できる限り自分の力で英文を理解しようと努めている。また十分な復習をして新しい知識を覚えようとしている。
●しっかりとした予習を行い，課題をもって授業に臨んでいる。

	表現の能力
	話すこと
	●意味の固まりごとに音読し，それを暗唱できる。
●日本語，英語のそれぞれの質問に対し，自身の文法力に応じた解答ができる。

	
	書くこと
	●単文の組み合わせだけでなく，関係代名詞や接続詞などを使ってより深い内容を書くことができる。

	理解の能力
	聞くこと
	●英語での問いに自分の英語で答えることができる。
●True or False? やActivityの設問に正しく答えることができる。
●一部聞き取れない箇所があったとしても，全体の流れをしっかりと音声から理解できる。

	
	読むこと
	●教師の指示に従って正しく本文を音読できる。
●強勢，リズム，イントネーション，区切りなどに注意して音読することができる。
●本文中の「革新者」たちの生き方について，抑揚をつけてしっかりと音読できる。ポイントとなる譲歩を表す語（While, Whateverなど）を意識して読むことができる。

	言語や文化についての知識・理解
	●スティーブ・ジョブズが考案した「世界を変えた」商品について，背景となるテキスト以外の題材からも知識を得ながら読むことができる。
●坂本龍馬の生きた時代の常識，また彼の具体的な実績をテキスト以外からしっかりと理解することができる。




Chapter 2
Uluru, Not Ayers Rock
指導のポイント　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
・世界遺産であるウルルについての詳細と白人による開発の歴史について理解する。
・ウルル周辺に住み続けてきたアナング族のウルルに対する認識を理解する。
・ウルルの別名「エアーズロック」がどのような経緯でつけられたのかを理解する。
・ウルルの観光地化，保護化の変遷を理解することで，開発と保護の両立，の意義を理解する。
・アナング族は観光客に何を望んでいるのか，その希望は尊重されているのかを読み取る。
・観光地の開発には地元の民族との問題が起こりうることを理解する。
・depend on ～「～による」take ～ out of …「…から～を外す」make an impact on ～「～に影響を与える」などを理解させる。
・時系列に出来事を追っていくスタイルの英文に慣れる，また時間の経過にともない数値などが変化するfrom ～ to …などの表現も習得させる。
・as a result「結果として」 やin fact「実際には」などの論理マーカーを押さえることで論理の流れをしっかり押さえていく。
	1時間目
	パラグラフ１～４（p.34）

	指導のポイント
	・amazing，massなどのボキャブラリーをしっかり理解させる。
・ウルルの概要を理解させる。
・ウルル周辺の土着民族アナング族の存在があり，白人のウルルへの登頂後1920年にアボリジニ保護区とされるまでの流れをしっかりと理解させる。
・～ long，～ wideなど長さや大きさを表す表現に慣れさせ。
・not ～ but … などのディスコースマーカーを理解し，論理展開に注意して，読解を進めさせる。

	主な言語材料
	・be known as ～
・more than ～
・depend on ～
・at least

	2時間目
	Comprehension, One More Step, Skill Check （p.35）

	指導のポイント
	・１時間目の学習内容を問題の形で主題，文法，詳細などを理解できているか確認させる。
・音声教材を使用することで「聞く力」と「聞いて理解する力」についても確認させる。
・not ～ but … などのディスコースマーカーの抽出をさせる。

	3時間目
	パラグラフ ５～７ （p.36）

	指導のポイント
	・make an impact on ～，World Heritage site などのボキャブラリーをしっかり理解させる。
・ウルルがいかにして観光地化され，また保護されたかを読み取らせる。
・during ,as a result，sinceなどのディスコースマーカーの抽出，重要な多義語の定着確認も行わせる。

	主な言語材料
	・take ～ out of …
・as a result
・the number of ～
・make an impact on ～
・It is ～ to do
・away from ～
・climb to the top
・Would you?

	4時間目
	Comprehension, One More Step, Skill Check （p.37）

	指導のポイント
	・3時間目の学習内容を問題の形で主題，文法，詳細などを理解できているか確認させる。
・音声教材を使用することで「聞く力」と「聞いて理解する力」についても確認させる。
・本文中にある数字を理解できているか，言い換えなどを指示語などから探し出せるか，などを確認させる。
・時間を表すディスコースマーカー（duringなど）が理解できているかを確認させる。

	主な言語材料
	・be made on ～
・begin to do

	5時間目
	Review （p.38）

	指導のポイント
	・本文の主題を問う問題のなかで，本文の内容理解にとどまらず，主題を押さえて読む力をつけさせる。
・本文の内容を表形式で表し，また空欄を埋めることで，本文内容の再確認と要約問題に慣れさせる。
・空所を埋めながら，本文内容の再確認と要約問題に慣れさせる。

	主な言語材料
	・for many centuries

	6時間目
	Grammar and Exercises （p.39）

	指導のポイント
	・depends on～「～による」，at least「少なくとも」，It is ～ to doなどの本文中の重要文法の定着度を空欄補充により確認させる。
・本文中の新出単語の意味を確認し，定着へとつなげさせる。

	主な言語材料
	・various factors
・It take you ～ minutes to …

	7時間目
	Activity （p.119）

	指導のポイント
	・英語にて観光地と自然保護に関する問題が与えられ，自ら主張を組み立てていく能力を身につけさせる。
・観光業者，土着民族，政府と異なる３者の役割を担当しディベートを行いつつ，ウルルに関する解決策を見出していく。自らが与えられた役の立場になって考え，議論をすすめていくことを学習させる。





観点別評価規準（案）
観点別評価規準（案）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
	観　点
	評価規準

	関心
意欲
態度
	●教師の音声指導に対し，積極的に声を出して発話しようとしている。
●既習の英文知識を利用して，できる限り自分の力で英文を理解しようと努めている。また十分な復習をして新しい知識を覚えようとしている。
●しっかりとした予習を行い，課題をもって授業に臨んでいる。
●世界遺産の他の例や，起こっている問題などに興味をもっている。

	表現の能力
	話すこと
	●意味の固まりごとに音読し，それを暗唱できる。
●日本語，英語のそれぞれの質問に対し，自身の文法力に応じた解答ができる。

	
	書くこと
	●単文の組み合わせだけでなく，関係代名詞や接続詞などを使ってより深い内容を書くことができる。

	理解の能力
	聞くこと
	●英語での問いに自分の英語で答えることができる。
●True or False? やActivityの設問に正しく答えることができる。
●一部聞き取れない箇所があったとしても，全体の流れをしっかりと音声から理解できる。

	
	読むこと
	●教師の指示に従って正しく本文を音読できる。
●強勢，リズム，イントネーション，区切りなどに注意して音読することができる。
●本文中の「革新者」たちの生き方について，抑揚をつけてしっかりと音読できる。ポイントとなる譲歩を表す語（While, Whateverなど）を意識して読むことができる。

	言語や文化についての知識・理解
	●一つの地域になぜ「ウルル」と「エアーズロック」という二つの名前があるのかを経緯も含めてしっかりと読み取る。
●観光地としての開発と自然環境の保護という，一見矛盾する二つの欲求をアナング族の立場から理解しようとする。




Chapter 3
Community Design
指導のポイント　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
・コミュニティデザインという言葉の意味や，具体的な内容を理解する。
・家島での取り組みの経緯を理解する。
・コミュニティデザインの指導者である山崎亮氏とそのメンバーはどのような形で家島の人々と関わったかを理解する。
・家島の魅力を家島プロジェクトのメンバーがどのように発見していったかを理解する。
・家島の魅力をどのような手段で外部に発信していったかを理解する。
・プロジェクトが進み，島民たち自身でどういった取り組みをしていったかをしっかりと押さえる。
	1時間目
	パラグラフ１～３（p.40）

	指導のポイント
	・コミュニティデザインについての概要を理解させる
・家島の過去と現在の状況の違いを理解させる。
・not only ～ but also … などのディスコースマーカーを理解し，論理展開に注意して読解を進める。

	主な言語材料
	・hear of ～
・consist of ～
・used to do
・not only ～ but also …
・put one’s heads together

	2時間目
	Comprehension, One More Step, Skill Check （p.41）

	指導のポイント
	・１時間目の学習内容を問題の形で主題，文法，詳細などを理解できているか確認する。
・音声教材を使用することで「聞く力」と「聞いて理解する力」についても確認する。

	3時間目
	パラグラフ ４～５ （p.42）

	指導のポイント
	・家島の魅力はどういった所にあるのかを読み取る。
・長い直接話法の記述があるため，話者の視点でしっかりと内容をとらえる。
・However などのディスコースマーカーの抽出，重要な多義語の定着確認も行う。

	主な言語材料
	・in ～ way
・here and there
・wherever S V
・take a photo of ～

	4時間目
	Comprehension, One More Step, Skill Check （p.43）

	指導のポイント
	・主題，文法，詳細などを理解できているか確認する。
・音声教材を使用することで「聞く力」と「聞いて理解する力」についても確認する。
・イラストを選ぶことで本文の内容を理解できているか確認する。
・英文全体を１語でまとめるようなキーワードが読み取れているか確認する。

	5時間目
	パラグラフ ６～８ （p.44）

	指導のポイント
	・家島プロジェクトの進捗をしっかりと読み取る
・家島プロジェクトがどのように島民を自立させていったかを読み取る。
・such as などのディスコースマーカーの抽出，重要な多義語の定着確認も行う。

	主な言語材料
	・at the same time
・little by little
・such as ～
・contribute to ～
・take action
・by oneself
・get involved in ～
・clue to do

	6時間目
	Comprehension, One More Step, Skill Check （p.45）

	指導のポイント
	・主題，文法，詳細などを理解できているか確認する。
・音声教材を使用することで「聞きとる力」と「聞いて理解する力」についても確認する。
・紛らわしい情報を取捨選択して正しい情報を見分けられるようにする。
・英文の展開を示すディスコースマーカーを読みとれているか確認する。

	7時間目
	Review （p.46）

	指導のポイント
	・本文の主題を問う問題のなかで，本文の内容理解にとどまらず，主題を押さえて読む力をつけさせる。
・本文の内容を並べ替えの問題で問うことで，本文内容の時系列と正確な理解を再確認する。
・空所を埋めながら，本文内容の再確認と要約問題に慣れさせる。

	主な言語材料
	・make ～ into …
・fade away

	8時間目
	Grammar and Exercises （p.47）

	指導のポイント
	・used to do「よく～したものだった」，contribute to 名詞/動名詞「～に貢献する」，a clue to 名詞/動詞の原形「～のための手掛かり」などの本文中の重要文法の定着度を，空欄補充により確認する。
・本文中の新出単語の意味を確認し，定着へとつなげる。

	主な言語材料
	・used to do
・contribute to ～
・a clue to ～

	9時間目
	Activity （p.120）

	指導のポイント
	・今回は「『ゆるキャラ』が地域の振興にいかに貢献しているか」ということがテーマであるが，これに関する対話の内容を要約し，問いに対して適した解答ができるようにする。
・例文を参考に，自分自身の意見を構成し，英文にまとめあげることができるようにする。




観点別評価規準（案）
観点別評価規準（案）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
	観　点
	評価規準

	関心
意欲
態度
	●教師の音声指導に対し，積極的に声を出して発話しようとしている。
●既習の英文知識を利用して，できる限り自分の力で英文を理解しようと努めている。また十分な復習をして新しい知識を覚えようとしている。
●しっかりとした予習を行い，課題をもって授業に臨んでいる。
●コミュニティデザインの他の例，起きている問題などに興味をもっている。

	表現の能力
	話すこと
	●意味の固まりごとに音読し，それを暗唱できる。
●日本語，英語のそれぞれの質問に対し，自身の文法力に応じた解答ができる。

	
	書くこと
	●単文の組み合わせだけでなく，関係代名詞や接続詞などを使ってより深い内容を書くことができる。

	理解の能力
	聞くこと
	●英語での問いに自分の英語で答えることができる。
●True or False? やActivityの設問に正しく答えることができる。
●一部聞き取れない箇所があったとしても，全体の流れをしっかりと音声から理解できる。

	
	読むこと
	●教師の指示に従って正しく本文を音読できる。
●強勢，リズム，イントネーション，区切りなどに注意して音読することができる。
●ポイントとなるディスコースマーカーなどを意識して読むことができる。
●様々な事柄の動作の主体，行われている場所，目的などをしっかりと理解する。

	言語や文化についての知識・理解
	●「家島プロジェクト」において，島民と山崎氏たちプロジェクトメンバーとの家島の魅力を表すものに対する視点の相違に注目する。
●結果として，何が家島プロジェクトの成功につながったかを，家島のもつ文化に注目して理解できるようにする。




Chapter 4
The Life of Murasaki Shikibu
指導のポイント　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
・『源氏物語』の作者である紫式部の出生と幼少のころについて理解する。
・夫との死別後書き始めた『源氏物語』が，宮廷内で争う貴族たちの観察を元に書かれたものであることを知る。
・文才を隠しつつ書き続けた『源氏物語』が，貴族社会での愛と嫉妬をテーマにし，作者自らの人生と感情を詰め込んだものであることを理解する。
	1時間目
	パラグラフ１～３（p.50）

	指導のポイント
	・『源氏物語』の作者である紫式部の出生，幼少のころと，この作品を書き始めるきっかけについて理解させる。
・in order to do について理解させる。

	主な言語材料
	・boast of  ～
・give birth to ～
・get O married to ～
・in order to do

	2時間目
	Comprehension, One More Step, Skill Check （p.51）

	指導のポイント
	・本文が紫式部の生涯をテーマにしたものであることを理解させる。
・本文を確実に理解させた上で，主題および内容に関する問題への対処法を指導する。
・英問英答への対応を，本文の意味から解説する。
・英語による単語の説明を理解させ，適切な語の選び方を指導する。

	主な言語材料
	・What caused ～?

	3時間目
	パラグラフ ４～６ （p.52）

	指導のポイント
	・天皇に文才を認められても，周りの女性からの嫉妬を避けるために才能を隠さねばならなかった紫式部の苦悩を理解させる。
・紫式部が，貴族社会における権力闘争や愛と嫉妬について，特に光源氏と周りの女性たちを中心に描いたことを理解させる。
・1,000年を経た現代でも人々を魅了する，この古典文学の魅力について考えさせる。
・with + ～ +形容詞の用法を理解させる。

	主な言語材料
	・make + O C
・out of ～
・focuses on ～
・with ～ ＋ 形容詞
・She asked oneself
・put ～ into …
・long to do

	4時間目
	Comprehension, One More Step, Skill Check （p.53）

	指導のポイント
	・本文のタイトルとして紫式部が『源氏物語』を書いた理由が挙げられることを理解させる。
・英問英答への対応を，本文の意味から解説する。
・英語による単語の説明を理解させ，適切な語の選び方を指導する。

	主な言語材料
	・a piece of ～

	5時間目
	Review （p.54）

	指導のポイント
	・紫式部の生涯とその代表作『源氏物語』についての概要を知り，本文の主題をつかむ。
・「本文の内容と異なる部分」を本文に戻って探し，正しい１語を見つけ出す方法を指導する。
・紫式部と『源氏物語』に関する表に入れるキーワードをそれぞれ本文に戻って探し，完成させる。

	主な言語材料
	・get jealous
・what it means to be human

	6時間目
	Grammar and Exercises （p.55）

	指導のポイント
	・本課で扱う文法項目に再度注意を向けさせ，和訳，英作文ができるようにする。
・空所補充問題では，文法事項のまとめを見ながらではなく，自分の力で解けるようにする。
・Wordsに関しては，それぞれの単語の意味や用法，類義語などを様々な例を通して詳しく学習する。

	主な言語材料
	・in order to do
・with ～ ＋ 形容詞
・long to do
・Wordsの単語

	7時間目
	Activity （p.121）

	指導のポイント
	・紫式部と源氏物語に関する重要事項を整理する。
・上記の重要事項を順序立てて，聞いてわかりやすく，かつ正しい英文で表現できる。
・スピーチにおける４つの重要な要素について，互いに客観的に評価できる。

	主な言語材料
	・come to do
・give expression to ～




観点別評価規準（案）
観点別評価規準（案）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
	観　点
	評価規準

	関心
意欲
態度
	●紫式部の出生と幼少時代について理解しようとしている。
●紫式部が『源氏物語』を書くきっかけを理解しようとしている。
●宮廷内で紫式部が見た貴族の権力への争いについて読みとろうとしている。
●知識をひけらかすことなく，むしろ隠そうとしなければならなかった紫式部の心理を理解しようとしている。
●『源氏物語』が主人公の光源氏と周りの女性たちの愛と嫉妬をテーマに書かれていることを理解する。
●1,000年経った現在でも人々を魅了するこの古典文学の素晴らしさを理解する。

	表現の能力
	話すこと
	●本文に関する質問を英語で作成することができ，教師側からの発問についても的確に答えられる。
●意味のまとまりを適切に区切り，リズムを持って説明や発表をすることができる。
●新出単語とそれを含む例文を暗唱することができる。
●グループ活動において積極的な会話を行い，自身の考えをうまくまとめることができる。

	
	書くこと
	●新出単語とそれを含む例文をすばやく筆記することができる。
●新出の文法事項を含む本文を記憶し，教師側の指示や質問に適切に対応することできる。
●本文にある情報を簡潔に表にまとめ，要約文を作成することができる。

	理解の能力
	聞くこと
	●本課本文，英問並びに教師側の質問を正確に理解できる。
●グループ活動において他者の意見を聴き議論することができる。

	
	読むこと
	●各パラグラフにテーマやトピックセンテンスを示すことができる。
●各パラグラフ内の英文を正確に理解することができる。
●音読に必要な技能（強勢，リズム，区切り）の習得に向上がある。
●直読直解の技能獲得に向けて努力をしている。

	言語や文化についての知識・理解
	●既習の文法内容とディスコースマーカーの有用性を駆使して，新出英文の理解に取り組んでいる。
●紫式部と『源氏物語』について，短くわかりやすい英文で表現しようとしている。




Chapter 5
Microfinance
指導のポイント　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
・マイクロファイナンスが貧困者向けの「小口（マイクロ）金融（ファイナンス）」の総称であり，貧困者に基本的な金融サービスを与えることがその背景にあることを理解させる。
・マイクロファイナンスの金融サービスは，少額ローンや利息を生む預金口座の開設，保険への加入などであり，グループへのサービスも可能であることを理解させる。
・マイクロファイナンスの歴史や今後の展望について理解させ，未来の世界経済について考えさせる。
	1時間目
	パラグラフ １～３（p.56）

	指導のポイント
	・マイクロファイナンスの概要，背景の考えと基本的金融サービスについて理解させる。
・enable to doについて理解させる。
・provide A with B＝provide B for[to] Aについて理解させる。

	主な言語材料
	・may ～, but …
・instead of ～
・meanwhile
・so that

	2時間目
	Comprehension, True or False? （p.57）

	指導のポイント
	・マイクロファイナンスが貧困者の経済的自立を助ける金融政策であることを改めて理解させる。
・本文を確実に理解させた上で，主題および内容に関する問題への対処法を指導する。
・空所補充問題への対応を，意味と語法の両面から解説する。

	主な言語材料
	・Microfinance gives insurance to people in ～
・so that ～ can do

	3時間目
	パラグラフ ４～７ （p.58）

	指導のポイント
	・マイクロファイナンスのグループへのサービス，女性の利用者向けの気配りについて理解させる。
・マイクロファイナンスの歴史と今後の展望について考えさせる。
・have ～ doについて理解させる。

	主な言語材料
	・while
・in addition to ～
・According to ～

	4時間目
	Comprehension, True or False? （p.59）

	指導のポイント
	・マイクロファイナンスのグループ向けサービスと歴史，今後の展望について改めて理解させる。
・本文を確実に理解させた上で，主題および内容に関する問題への対処法を指導する。
・英問英答の問題への対処法を指導する。

	主な言語材料
	・not only ～ but …

	5時間目
	Review （p.60）

	指導のポイント
	・マイクロファイナンスに関する文章全体をスキミングして，本文の主題をつかむ。
・文章の構成を，役割・方法・特徴・歴史に分けて考え，空所に入れる語句を見つける。
・要約文の空所に入れるキーワードを本文に戻って探し，要約文を完成させる。

	主な言語材料
	・so that

	6時間目
	Grammar and Exercises （p.61）

	指導のポイント
	・本課で扱う文法項目に再度注意を向けさせ，和訳，英作文ができるようにする。
・空所補充および整序英作文では，文法事項のまとめを見ながらではなく，自分の力で解けるようにする。
・Wordsに関しては，それぞれの単語の意味や用法，類義語などを様々な例を通して詳しく学習する。

	主な言語材料
	・enable A to do
・provide A with B (= provide B for[to] A)
・have A do
・Wordsの単語

	7時間目
	Activity （p.122）

	指導のポイント
	・手紙文で使われている語句や表現に関する重要事項を整理する。
・自分がローンを申し込むと想定して，自由な発想で，かつ正しい英文で表現できる。
・Wordsに関しては，それぞれの単語の意味や用法，類義語などを様々な例を通して詳しく学習する。

	主な言語材料
	・would like to do
・take out a $40 loan ～
・to pay for my bus fare to ～　
・I am looking forward to hearing ～
・Thank you in advance for ～




観点別評価規準（案）
観点別評価規準（案）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
	観　点
	評価規準

	関心
意欲
態度
	●マイクロファイナンスの基本的な役割について理解しようとしている。
●マイクロファイナンスの背景にある考えを理解しようとしている。
●マイクロファイナンスが貧困者に与えるものを列挙し，具体的な活用例を読みとろうとしている。
●マイクロファイナンスが個人だけでなくグループにも活用されていることを読み取り，個人との違いを理解しようとしている。
●マイクロファイナンスの歴史と今後の展望を理解しようとしている。

	表現の能力
	話すこと
	●本文に関する質問を英語で作成することができ，教師側からの発問についても的確に答えられる。
●意味のまとまりを適切に区切り，リズムを持って説明や発表をすることができる。
●新出単語とそれを含む例文を暗唱することができる。
●グループ活動において積極的な会話を行い，自身の考えをうまくまとめることができる。

	
	書くこと
	●新出単語とそれを含む例文をすばやく筆記することができる。
●新出の文法事項を含む本文を記憶し，教師側の指示や質問に適切に対応することできる。
●本文にある情報を簡潔に表にまとめ，要約文を作成することができる。

	理解の能力
	聞くこと
	●本課本文，英問並びに教師側の質問を正確に理解できる。
●グループ活動において他者の意見を聴き議論することができる。

	
	読むこと
	●各パラグラフにテーマやトピックセンテンスを示すことができる。
●各パラグラフ内の英文を正確に理解することができる。
●音読に必要な技能（強勢，リズム，区切り）の習得に向上がある。
●直読直解の技能獲得に向けて努力をしている。

	言語や文化についての知識・理解
	●既習の文法内容とディスコースマーカーの有用性を駆使して，新出英文の理解に取り組んでいる。
●マイクロファイナンスの活用例を自分の身の回りで探し，活用できそうなことを考え，短い英文で表現しようとしている。




Chapter 6
The Plain People
指導のポイント　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
・宗教集団アーミッシュに属する人々がどのような暮らしを送っているかを読み取り，「the plain people」と呼ばれる理由やそのような生活様式を選択してきた経緯を理解する。
・ドイツ・スイスから移民として渡ってきたアーミッシュの歴史を理解させる。
・争いを避け，同じ共同体に属する人々と支え合いながら暮らすアーミッシュの精神を理解し，多くの人々が彼らの生活に惹かれる理由を考えさせる。
	1時間目
	パラグラフ１～３（p.62）

	指導のポイント
	・エリザベスの朝の風景を通じて日常的な描写に触れるとともに，アーミッシュの昔ながらの生活を想像させながら読み進める。
・wake up, put on, belong to～などの語彙を定着させる。
・アーミッシュが“the plain people”と呼ばれる理由を，彼らの服装や家屋の描写から解釈する。
・古い方法を最良とするアーミッシュの格言を，現代のアーミッシュの人々がどのように体現しているかを読み取る。

	主な言語材料
	・be known as～
・wake up
・put on
・belong to do

	2時間目
	Comprehension, One More Step, Skill Check （p.63）

	指導のポイント
	・主題を選ぶ問題を通してアーミッシュの昔ながらの生活が本文のテーマであることを理解させる。
・人物や特定の固有名詞に対して，本文中でどのような説明がされていたかを改めて確認させる。
・例示の指摘と機能を理解させる。

	3時間目
	パラグラフ ４～８ （p.64）

	指導のポイント
	・settle(d)，relative(s)といった語彙をしっかり理解させる。
・「原因・理由」を示すディスコースマーカーを押さえ，アーミッシュの歴史や現在の生活様式を選ぶに至った背景を理解させる。
・アーミッシュの生活のどのような点が観光客を惹きつけているのかを考えさせる。また，アーミッシュの人々が観光客を快く思わない理由を想像させる。
・as many as, thousands of～など，数の表現を正確に押さえる。

	主な言語材料
	・what is now
・take care of～
・as many as
・thousands of～

	4時間目
	Comprehension, One More Step, Skill Check （p.65）

	指導のポイント
	・アーミッシュの歴史，生活様式，観光客との関係について改めて理解させる。
・本文を確実に理解させた上で，主題および内容に関する問題への対処法を指導する。
・英問英答の問題への対処法を指導する。

	主な言語材料
	・name after～ 

	5時間目
	Review （p.66）

	指導のポイント
	・主題を選ぶ問題を通して本文の内容理解にとどまらず，主題を押さえて読む力をつけさせる。
・本文の内容をインタビュー形式で表し，空欄を埋めることで本文内容の再確認を行う。
・指定された頭文字を手掛かりに，本文内容の再確認と要約問題に慣れさせる。

	6時間目
	Grammar and Exercises （p.67）

	指導のポイント
	・本課で扱う重要文法の定着度を空欄補充や並べ替えにより確認する。
・空所補充問題では，文法事項のまとめを見ながらではなく，自分の力で解けるようにする。
・Wordsに関しては，それぞれの単語の意味や用法，類義語などを様々な例を通して詳しく学習する。

	主な言語材料
	・put on～
・what is now
・as many as

	7時間目
	Activity （p.143）

	指導のポイント
	・本文の内容を参考にしながらActivityの記事を読み，アーミッシュの生活様式や精神が教育システムにどのような影響を与えているかを考える。
・日本の教育とアーミッシュの教育を比較し，システムの違いや長所・短所を英語で明確に表現できるよう指導する。




観点別評価規準（案）
観点別評価規準（案）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
	観　点
	評価規準

	関心
意欲
態度
	●アーミッシュの人々に関心を寄せ，その生活を積極的に想像しようとしている。
●アーミッシュの生活様式の背景にある考えを理解しようとしている。
●アーミッシュの人々の暮らしが例示するものは何かを読み取ろうとしている。
●アーミッシュの人々がどのように支え合って生活しているかを読み取り，私たちの生活との違いや長所・短所を考えている。
●人々がアーミッシュの生活に惹きつけられる理由を理解しようとしている。
●アーミッシュの人々と観光客との関係について考えている。

	表現の能力
	話すこと
	●本文に関する質問を英語で作成することができ，教師側からの発問についても的確に答えられる。
●意味のまとまりを適切に区切り，リズムを持って説明や発表をすることができる。
●新出単語とそれを含む例文を暗唱することができる。
●グループ活動において積極的な会話を行い，自身の考えをうまくまとめることができる。

	
	書くこと
	●新出単語とそれを含む例文をすばやく筆記することができる。
●新出の文法事項を含む本文を記憶し，教師側の指示や質問に適切に対応することできる。
●本文にある情報を簡潔に表にまとめ，要約文を作成することができる。

	理解の能力
	聞くこと
	●本課本文，英問並びに教師側の質問を正確に理解できる。
●グループ活動において他者の意見を聴き議論することができる。

	
	読むこと
	●各パラグラフにテーマやトピックセンテンスを示すことができる。
●各パラグラフ内の英文を正確に理解することができる。
●音読に必要な技能（強勢，リズム，区切り）の習得に向上がある。
●直読直解の技能獲得に向けて努力をしている。

	言語や文化についての知識・理解
	●既習の文法内容とディスコースマーカーの有用性を駆使して，新出英文の理解に取り組んでいる。
●アーミッシュの人々の特徴や考え方について，短くわかりやすい英文で表現しようとしている。





Chapter 7
The Air Powered Car
指導のポイント　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
・自動車の燃料としてガソリンの代わりに「空気」を使用した「空気自動車」があることを知る。
・空気自動車の開発から実現までの経緯を知る。
・空気自動車の外観・内装と利点について知る。
・空気自動車の走行性能や排気・燃料である圧縮空気についての概要を知る。
・空気自動車の現在の開発状況と今後の展望について知り，問題点などを話し合う。
	1時間目
	パラグラフ１～２（p.68）

	指導のポイント
	・自動車の燃料としてガソリンに取って代わるものがいくつか開発されているが，今回注目すべきものは「空気」であることを知る。
・空気自動車の開発にはフランスのベンチャー企業が深く関わっており，写真で見る外見や内装が普通の自動車とはかなり異なっていることを知る。
・空気自動車の排気や燃費・価格における優れた利点を知る。
・（道具の）with ～「～で」の用法を理解させる。

	主な言語材料
	・one billion cubic meters of fuel 
・run on
・look like
・仮定法のcould
・emission-free

	2時間目
	Comprehension, True or False? （p.69）

	指導のポイント
	・「空気」動力とする空気自動車について，その外観・内装やさまざまな利点を理解させる。
・本文を確実に理解させた上で，主題および内容に関する問題への対処法を指導する。
・英問英答への対応を，本文の意味から解説する。
・空気自動車のさまざまな特徴を表す語を選択する方法を指導する。

	主な言語材料
	・pollution-free

	3時間目
	パラグラフ３～５ （p.70）

	指導のポイント
	・電気自動車に続く新たな「緑の」科学技術として注目すべき空気自動車について，特に排気の優れた「圧縮空気」について理解させる。　
・空気自動車の走行性能，圧縮空気の補充の方法やその価格など，優れた特徴について理解させる。

	主な言語材料
	・these days 
・be suited for ～
・in motion
・fill up

	4時間目
	Comprehension, True or False? （p.71）

	指導のポイント
	・本文の主題として「空気自動車の魅力的な側面」がふさわしいことを理解させる。
・発案者へのインタビューで，インタビュアーの質問内容を回答から解説する。
・英語による空気自動車の短い説明を理解させ，適切な語の選び方を指導する。

	主な言語材料
	・関係代名詞の非制限用法
・much less than ～

	5時間目
	パラグラフ６～９ （p.72）

	指導のポイント
	・空気自動車には，すでに世界の自動車製造会社が注目していることを理解させる。
・製作者は都会での試走と市場調査を重ね，町の人々は，従来の車と異なる多くの点に驚いていることを理解させる。
・空気自動車は現在，検査の第２段階に入っており，トラックなど他の車種にも取り組んでいることを理解させる。
・19世紀のSF作家ジュール・ベルヌが想像した空気だけで走る自動車が，実際に現実化していることを理解させる。
・空気自動車は小型で排気がきれいな，都市向けの未来の自動車であることを理解させる。

	主な言語材料
	・be different from ～
・work on
・refer to ～ as …
・nothing but
・manage to do

	6時間目
	Comprehension, True or False? （p.73）

	指導のポイント
	・本文の主題として「過去の想像が未来に実現する」がふさわしいことを理解させる。
・英問英答の問題への対処法を指導する。
・ジュール・ベルヌが想像した空気だけで走る自動車が現実化していることを表す短い文章の空所埋め問題への対処法を指導する。

	主な言語材料
	・in the past
・Which is true about ～?

	7時間目
	Review （p.74）

	指導のポイント
	・空気自動車の可能性と未来における可能性についての概要を知り，本文の主題をつかむ。
・空気自動車に関する表の空所を本文に戻って探し，正しい語を見つけ出す方法を指導する。
・空気自動車の概要に関する文章に入れるキーワードをそれぞれ本文に戻って探し，完成させる。

	8時間目
	Grammar and Exercises （p.75）

	指導のポイント
	・本課で扱う文法項目に再度注意を向けさせ，和訳，英作文ができるようにする。
・空所補充および整序英作文では，文法事項のまとめを見ながらではなく，自分の力で解けるようにする。
・Wordsに関しては，それぞれの単語の意味や用法，類義語などを様々な例を通して詳しく学習する。

	主な言語材料
	・（道具の）with ～
・refer to ～ as …
・nothing but ～
・Wordsの単語

	9時間目
	Activity （p.144）

	指導のポイント
	・空気で動く車についてまとめた文章の空所に，本文に従って適語を入れるように指導する。
・空所を入れた文章を元に，正しくわかりやすく英語で空気自動車のコマーシャルを作るよう指導する。

	主な言語材料
	・make it possible to ～





観点別評価規準（案）
観点別評価規準（案）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
	観　点
	評価規準

	関心
意欲
態度
	●空気で動く自動車があることに関心を寄せ，どのような車かを積極的に知ろうとしている。
●従来の車と非常に異なる外見・内装などにも興味を抱き，さらなる関心を抱いている。
●空気自動車の利点として，特に排気に注目し，いかに環境にやさしいかを知ろうとしている。
●価格・走行性能・燃料の補給方法など，空気自動車の実際の使用に関する事項にも関心を抱いている。

	表現の能力
	話すこと
	●本文に関する質問を英語で作成することができ，教師側からの発問についても的確に答えられる。
●意味のまとまりを適切に区切り，リズムを持って説明や発表をすることができる。
●新出単語とそれを含む例文を暗唱することができる。
●グループ活動において積極的な会話を行い，自身の考えをうまくまとめることができる。

	
	書くこと
	●新出単語とそれを含む例文をすばやく筆記することができる。
●新出の文法事項を含む本文を記憶し，教師側の指示や質問に適切に対応することできる。
●本文にある情報を簡潔に表にまとめ，要約文を作成することができる。

	理解の能力
	聞くこと
	●本課本文，英問並びに教師側の質問を正確に理解できる。
●グループ活動において他者の意見を聴き議論することができる。

	
	読むこと
	●各パラグラフにテーマやトピックセンテンスを示すことができる。
●各パラグラフ内の英文を正確に理解することができる。
●音読に必要な技能（強勢，リズム，区切り）の習得に向上がある。
●直読直解の技能獲得に向けて努力をしている。

	言語や文化についての知識・理解
	●既習の文法内容とディスコースマーカーの有用性を駆使して，新出英文の理解に取り組んでいる。
●空気自動車について，短くわかりやすい英文で表現しようとしている。




Chapter 8
Are Children the Best Learners?
指導のポイント　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
・子どもの方が大人よりも言語の学習能力に優れていると言われているが，本当にそうなのか検証する。
・子どもと大人の言語学習方法の違いを理解する。
・子どもと同様の方法で大人が学習した場合の結果を知る。
・大人の言語学習能力が決して子どもに引けを取らないことを知る。
	1時間目
	パラグラフ１～３（p.78）

	指導のポイント
	・一般的に子どもの方が大人よりも言語の学習能力に優れていると言われていることを知る。
・子どもと大人では学習の方法が異なることを知る。
・大人が子どもと同様な方法で学習したらどうなるかを２人の研究者が調べたことを知る。
・It is ～ that … の構文を理解させる。
・seem to doの構文を理解させる。

	主な言語材料
	・it is ～ that …
・that is
・seem to
・tend to do

	2時間目
	Comprehension, True or False? （p.79）

	指導のポイント
	・本文を確実に理解させた上で，主題および内容に関する問題への対処法を指導する。
・英問英答への対応を，本文の意味から解説する。
・子どもと大人の言語学習能力において，一般的に子どもの方が優れているという既成概念を覆す実験結果を示した文章の空所を選択する方法を指導する。

	主な言語材料
	・in the same way

	3時間目
	パラグラフ４～７（p.80）

	指導のポイント
	・８歳児から大人（大学生）までの年齢別グループに習ったことのないロシア語を学習させたことを理解させる。　
・参加者たちはロシア語を体の動きと共に学習したことを理解させる。
・参加者たちは習った後，何回かに分けてテストを受け，理解度を調べられたことを理解させる。
・テストの結果，大人が最高点に近い点数を取ったことから，大人が子どもと同様の方法で学んだ場合の学習能力の高さがうかがえることを理解させる。
・the same ～ as … の構文を理解させる。

	主な言語材料
	・act out
・the same ～ as … 
・at least

	4時間目
	Comprehension, True or False? （p.81）

	指導のポイント
	・本文の主題として「実験とその結果」がふさわしいことを理解させる。
・英問英答の問題への対処法を指導する。
・グラフを用いた問題への対処法を指導する。
・ 実験結果から示唆される大人の学習能力の高さを表す短い文章の空所埋め問題への対処法を指導する。

	主な言語材料
	・on one’s own

	5時間目
	Review （p.82）

	指導のポイント
	・本文の主題として「大人は子どもよりも言語を上手に学習できる可能性がある」がふさわしいことを理解させる。
・各パラグラフの内容から正しいContentを選択肢から選ぶ方法を理解させる。
・本文を要約した文章の空所に，示されたアルファベットで始まる語を補う問題の解き方を理解させる。

	主な言語材料
	・act out

	6時間目
	Grammar and Exercises （p.83）

	指導のポイント
	・本課で扱う文法項目に再度注意を向けさせ，和訳，英作文ができるようにする。
・空所補充および整序英作文では，文法事項のまとめを見ながらではなく，自分の力で解けるようにする。
・Wordsに関しては，それぞれの単語の意味や用法，類義語などを様々な例を通して詳しく学習する。

	主な言語材料
	・It is ～ that ….
・seem to do
・the same ～ as …
・Wordsの単語

	7時間目
	Activity （p.145）

	指導のポイント
	・リスニングの問題文を読み，あらかじめ問われている内容を理解した上で対話を聞き，メモを取るなどしながら正しい解答を選ぶよう指導する。
・残りの対話を聞きながら，マークが描いている絵の特徴をメモし，それを元に同じ絵を作るよう指導する。

	主な言語材料
	・in other words
・one  ～, the other …
・not ～, but …




観点別評価規準（案）
観点別評価規準（案）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
	観　点
	評価規準

	関心
意欲
態度
	●一般的に言語学習においては子どもが大人よりも優れていると言われているが，実際はどうなのかを積極的に知ろうとしている。
●子どもと大人では言語学習の方法が異なることにも興味を抱き，さらなる関心を抱いている。
●大人が子どもと同じような方法で言語を学んだらどうなるかを知ろうとしている。
●実験の方法と結果にも関心を抱き，結果から導き出される結論にも興味を抱いている。

	表現の能力
	話すこと
	●本文に関する質問を英語で作成することができ，教師側からの発問についても的確に答えられる。
●意味のまとまりを適切に区切り，リズムを持って説明や発表をすることができる。
●新出単語とそれを含む例文を暗唱することができる。
●グループ活動において積極的な会話を行い，自身の考えをうまくまとめることができる。

	
	書くこと
	●新出単語とそれを含む例文をすばやく筆記することができる。
●新出の文法事項を含む本文を記憶し，教師側の指示や質問に適切に対応することできる。
●本文にある情報を簡潔に表にまとめ，要約文を作成することができる。

	理解の能力
	聞くこと
	●本課本文，英問並びに教師側の質問を正確に理解できる。
●グループ活動において他者の意見を聴き議論することができる。

	
	読むこと
	●各パラグラフにテーマやトピックセンテンスを示すことができる。
●各パラグラフ内の英文を正確に理解することができる。
●音読に必要な技能（強勢，リズム，区切り）の習得に向上がある。
●直読直解の技能獲得に向けて努力をしている。

	言語や文化についての知識・理解
	●既習の文法内容とディスコースマーカーの有用性を駆使して，新出英文の理解に取り組んでいる。
●子どもと大人の言語学習の能力について，短くわかりやすい英文で表現しようとしている。




Chapter 9
Printing the Future
指導のポイント　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
・インクの代わりにプラスチックや金属といった素材を用いて印刷することができる「3Dプリンター」があることを知る。
・3Dプリンターの現在の開発状況を知り，今後私たちの生活におよぼす影響を考える。
・3Dプリンターが持つ問題について知り，その危険性や利用方法について考える。
・3Dプリンターを正しく利用し，よりよい未来を形作るためにはどうすればよいかを話し合う。

	1時間目
	パラグラフ１～４（p.84）

	指導のポイント
	・印刷技術とコンピューターの発展から3Dプリンターが開発されており，プラスチックや金属といった素材を用いた印刷が可能になっていることを紹介する。
・具体例を通して，3Dプリンターが建築現場や医療現場でどのように活用されているかを紹介する。
・change～into…やin the field of～といった表現を定着させる。
・時間のディスコースマーカーを意識し，3Dプリンターがどのように発展してきたのか，またこれからどのように発展していくのかを整理する。

	主な言語材料
	・change～into…
・instead of
・in the field of～

	2時間目
	Comprehension, True or False? （p.85）

	指導のポイント
	・本文を確実に理解させた上で，主題および内容に関する問題への対処法を指導する。
・英問英答への対応を，本文の意味から解説する。
・3Dプリンターの発明につながった技術や3Dプリンターの活用方法を示した文章の空所を選択する方法を指導する。

	主な言語材料
	・thanks to ～
・not only ～but…
・however

	3時間目
	パラグラフ５～７（p.86）

	指導のポイント
	・3Dプリンターではインターネットからデザインをダウンロードし，印刷できることを紹介する。
・「デザインをインターネットで共有することができる」「ほとんどなんでも印刷することができる」といった3Dプリンターの特徴が生じた危険性を紹介するとともに，今後発生しうる問題を考えさせる。
・keep～in mindといった表現を定着させる。
・“With great power comes great responsibility,”という格言の意味を理解させた上で，3Dプリンターを利用する上でこの格言が重要となるのかを考えさせる。

	主な言語材料
	・be arrested for～
・keep～in mind

	4時間目
	Comprehension, True or False? （p.87）

	指導のポイント
	・本文の主題として「3Dプリンターのよい側面と悪い側面」がふさわしいことを理解させる。
・英問英答の問題への対処法を指導する。
・3Dプリンターの発明につながった技術や3Dプリンターの活用方法を示した文章の空所を選択する方法を指導する。

	主な言語材料
	・furthermore

	5時間目
	Review （p.88）

	指導のポイント
	・本文の主題として「3Dプリンターがどのように世界を変えるのか」がふさわしいことを理解させる。
・本文中の例を分野や地域に応じて整理する問題の解き方を理解させる。
・文章の空所に語を補い，各パラグラフの要約を完成させる問題の解き方を理解させる。

	主な言語材料
	・replace～with…

	6時間目
	Grammar and Exercises （p.89）

	指導のポイント
	・本課で扱う文法項目に再度注意を向けさせ，和訳，英作文ができるようにする。
・空所補充および整序英作文では，文法事項のまとめを見ながらではなく，自分の力で解けるようにする。
・Wordsに関しては，それぞれの単語の意味や用法，類義語などを様々な例を通して詳しく学習する。

	主な言語材料
	・in the field of～
・be arrested for～
・keep～in mind
・Wordsの単語

	7時間目
	Activity （p.146）

	指導のポイント
	・本文で提示された3Dプリンターの可能性と問題点を参考にしながら，3Dプリンターの活用方法を生徒に考えさせ，英語で表現させる。
・本課で扱ったin the field of～, keep～in mindといった表現を積極的に用いるよう指導する。
・生徒たちの考えた3Dプリンターの活用方法を発表し，その長所や問題点についてクラスで話し合う。

	主な言語材料
	・would like to do




観点別評価規準（案）
観点別評価規準（案）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
	観　点
	評価規準

	関心
意欲
態度
	●3Dプリンターという最新技術について積極的に知ろうとしている。
●3Dプリンターによって可能となった事柄に興味を抱き，今後の展望についても関心を抱いている。
●3Dプリンターが生じる問題について興味を抱き，それらの問題と私たちがどのように向き合っていくべきかを積極的に考えている。
●3Dプリンターが身近なものとなる未来を想像し，新たな活用方法を主体・創造的に考えようとしている。

	表現の能力
	話すこと
	●本文に関する質問を英語で作成することができ，教師側からの発問についても的確に答えられる。
●意味のまとまりを適切に区切り，リズムを持って説明や発表をすることができる。
●新出単語とそれを含む例文を暗唱することができる。
●グループ活動において積極的な会話を行い，自身の考えをうまくまとめることができる。

	
	書くこと
	●新出単語とそれを含む例文をすばやく筆記することができる。
●新出の文法事項を含む本文を記憶し，教師側の指示や質問に適切に対応することできる。
●本文にある情報を簡潔に表にまとめ，要約文を作成することができる。

	理解の能力
	聞くこと
	●本課本文，英問並びに教師側の質問を正確に理解できる。
●グループ活動において他者の意見を聴き議論することができる。

	
	読むこと
	●各パラグラフにテーマやトピックセンテンスを示すことができる。
●各パラグラフ内の英文を正確に理解することができる。
●音読に必要な技能（強勢，リズム，区切り）の習得に向上がある。
●直読直解の技能獲得に向けて努力をしている。

	言語や文化についての知識・理解
	●既習の文法内容とディスコースマーカーの有用性を駆使して，新出英文の理解に取り組んでいる。
●3Dプリンターの特徴について，短くわかりやすい英文で表現しようとしている。




Chapter 10
Seed Balls
指導のポイント　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
・粘土団子の果たす役割と，その歴史を知る。
・レインメーカー・プロジェクトとその活動の概要を知り，榎田竜路氏がそのプロジェクトを発足した経緯を理解する。
・ケニアの砂漠化の現状と，その問題解決を目指しどのような活動が行われているかを知る。
・本課の結論を通じて，環境問題に対する生徒の意識啓発を促す。
	1時間目
	パラグラフ１～３（p.90）

	指導のポイント
	・粘土団子の果たす役割を知る。
・粘土団子の別名と，それが安価で容易に作ることができることを知る。
・福岡正信氏と，彼が導入した粘土団子構想について理解する。
・それが今日の土壌改良計画に用いられていることを確認する。

	主な言語材料
	・keep from doing
・dry out
・blow away
・may have done
・on top of ～

	2時間目
	Comprehension, One More Step, Skill Check （p.91）

	指導のポイント
	・本文の主題として，どの選択肢が適切かを理解させる。
・英文の選択肢の内容を正しく把握し，その正誤を本文と照らし合わせて判断する。
・本文の内容に関する問いかけに対して，正しい答えを選択し表を完成させる。

	3時間目
	パラグラフ ４～５ （p.92）

	指導のポイント
	・横浜アートプロジェクトの設立した年と，その組織の目的を知る。
・その組織が始めたレインメーカー・プロジェクトの目標を理解させる。
・レインメーカー・プロジェクトが生まれた経緯と，発案者である榎田竜路氏について知る。

	主な言語材料
	・change ～ into …
・fill with …
・consider ～ as …
・比較級 and 比較級

	4時間目
	Comprehension, One More Step, Skill Check （p.93）

	指導のポイント
	・本文の主題としてふさわしい選択肢を，その他の選択肢を含め正確に和訳させた上で理解させる。
・表を用いた問題への対処法を指導する
・正確で簡潔な文章を意識させ，英問英答の問題への対処法を指導する。

	主な言語材料
	・according to ～

	5時間目
	パラグラフ ６～８ （p.94）

	指導のポイント
	・ケニアにおける砂漠化の現状と，それを解決する手段を人々が探していることを知る。
・2006年にそのNPOが粘土団子をまいたこと，およびその結果を理解する。
・最終段落の筆者の主張を元に，生徒が環境問題に対して考えるように促す。

	主な言語材料
	・suffer from ～
・help ～ with …
・not only ～ but also …
・as a result of ～
・Imagine ～.
・not ～ but …

	6時間目
	Comprehension, One More Step, Skill Check （p.95）

	指導のポイント
	・本文の主題として「ケニアで粘土団子をまいたこと」が適切であることを理解させる。
・文字数の多い英文選択問題の内容を，選択肢を含め素早く把握し解答できるよう指導する。
・それぞれの選択肢を本文の内容に照らし合わせ，内容を理解した上で正しく並べかえられるよう指導する。

	主な言語材料
	・plan to do
・look for ～

	7時間目
	Review （p.96）

	指導のポイント
	・本文の主題として「日本のNPOが粘土団子を利用して，ケニアの緑化に貢献していること」がふさわしいことを理解させる。
・本文を要約した文章の空所に，選択肢から語を補う問題の解き方を理解させ，各単語の意味の定着を図る。
・本文から語を抜き出す際，それぞれの単語がどのような文脈で使われているかを確認する。

	8時間目
	Grammar and Exercises （p.97）

	指導のポイント
	・本課で扱う文法項目に再度注意を向けさせ，和訳，英作文ができるようにする。
・空所補充および整序英作文では，文法事項のまとめを見ながらではなく，自分の力で解けるようにする。
・Wordsに関しては，それぞれの単語の意味や用法，類義語などを様々な例を通して詳しく学習する。

	主な言語材料
	・keep ～ from doing
・～ where …
・may have done
・Wordsの単語

	9時間目
	Activity （p.147）

	指導のポイント
	・対話を聞き，問題に解答する際の要点をメモにまとめるなどしながら正しい英文を作成するように指導する。
・調べ学習の際は，積極的に英語のウェブページを活用するように指導する。
・対話文書き換えでは，本課で学習した文法事項を書き換え文に盛り込めるよう指導する。

	主な言語材料
	・raise money
・prepare for ～
・contribute to ～




観点別評価規準（案）
観点別評価規準（案）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
	観　点
	評価規準

	関心
意欲
態度
	●粘土団子の役割やそれにまつわるエピソードに興味を持ち，積極的に知ろうとしている。
●レインメーカー・プロジェクトの活動と成り立ちを学び，調べ学習などで見つけた他のNPOなどにさらなる関心を抱いている。
●ケニアの砂漠化問題についてより詳しく知ろうとしている。
●環境問題とそれの解決に取り組む団体を本課で学び，それらに対する高い意識を持つようになっている。

	表現の能力
	話すこと
	●本文に関する質問を英語で作成することができ，教師側からの発問についても的確に答えられる。
●意味のまとまりを適切に区切り，リズムを持って説明や発表をすることができる。
●新出単語とそれを含む例文を暗唱することができる。
●グループ活動において積極的な会話を行い，自身の考えをうまくまとめることができる。

	
	書くこと
	●新出単語とそれを含む例文をすばやく筆記することができる。
●新出の文法事項を含む本文を記憶し，教師側の指示や質問に適切に対応することできる。
●本文にある情報を簡潔に表にまとめ，要約文を作成することができる。

	理解の能力
	聞くこと
	●本課本文，英問並びに教師側の質問を正確に理解できる。
●グループ活動において他者の意見を聴き議論することができる。

	
	読むこと
	●各パラグラフにテーマやトピックセンテンスを示すことができる。
●各パラグラフ内の英文を正確に理解することができる。
●音読に必要な技能（強勢，リズム，区切り）の習得に向上がある。
●直読直解の技能獲得に向けて努力をしている。

	言語や文化についての知識・理解
	●既習の文法内容とディスコースマーカーの有用性を駆使して，新出英文の理解に取り組んでいる。
●粘土団子やNPOの活動について，短くわかりやすい英文で表現しようとしている。




Chapter 11
Creativity
指導のポイント　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
・創造性にとって重要なのは，お金ではなく面白いという理由で行うという衝動であることを知る。
・ろうそく問題の内容を理解する。
・その問題を使って行われた実験の目的と内容，結果を知る。
・別の実験の内容を把握し，報酬が創造性を鈍くさせることを知る。
・二つの実験とその結果から，創造性にとって重要なのは面白いという理由で行うという衝動であると改めて確認させる。
	1時間目
	パラグラフ１～４（p.98）

	指導のポイント
	・創造業務における秘訣を知る。
・絵を使い，ろうそく問題がどのようなものなのかを理解させる。
・実際に生徒にその答えを考えさせ，教科書やノートにそれを書かせる。
・本文で挙げられる２つの失敗例を確認する。

	主な言語材料
	・secret to ～
・so that 主語＋助動詞
・Suppose ～.
・not ～ either
・figure out

	2時間目
	Comprehension, True or False? （p.99）

	指導のポイント
	・本文のタイトルとして，どの選択肢が適切かを理解させる。
・英文の選択肢の内容を正しく把握し，その正誤を本文と照らし合わせて判断する。
・選択肢にある単語の意味を確認し，ろうそく問題の内容を説明する文章を完成させる。

	主な言語材料
	・the reason ～
・try to do

	3時間目
	パラグラフ５～９ （p.100）

	指導のポイント
	・「限定された思考を克服すること＝画鋲の入れてある箱に別の機能を見出すこと」であると理解する。
・ろうそく問題の解決に対して報酬がどのように影響を与えるかを調査する実験が行われたことを知る。
・その実験の内容を理解し，結果を推測させる。
・it take 人＋時間 to doの構文を理解させる。

	主な言語材料
	・in doing
・it take 人＋時間 to do
・on the other hand
・have effect on ～

	4時間目
	Comprehension, True or False? （p.101）

	指導のポイント
	・本文の主題としてふさわしい選択肢を，その他の選択肢を含め正確に和訳させた上で理解させる。
・選択肢を選ぶ際，根拠となる内容が本文のどこにあるのかを確認させる。
・選択肢にある単語の意味を確認し，心理学者の行った実験の内容を説明する文章を完成させる。

	5時間目
	パラグラフ10～13 （p.102）

	指導のポイント
	・実験の結果と，それにより導き出された「報酬が創造性を鈍くする」という結論を知る。
・芸術作品を用いて行われた第２の実験の内容とその結果を把握する。
・最終段落で筆者が述べた本課の結論と主張を理解する。

	主な言語材料
	・come up with
・on average
・end up doing
・in quality
・in conclusion
・be essential for ～
・carrots and sticks

	6時間目
	Comprehension, True or False? （p.103）

	指導のポイント
	・不正解の選択肢が，本文の主題としてなぜ不適切なのかを理解させる。
・英文選択問題の内容を，選択肢を含め素早く把握し解答できるよう指導する。
・本文から読み取れるデータを元に，表の空欄に適切な語を素早く当てはめることが出来るよう指導する。

	7時間目
	Review （p.104）

	指導のポイント
	・本文を参照し，Skill 4で学んだ英文構造であることを確認する。
・本文を要約した文章の空所に，選択肢から語を補う問題の解き方を理解させ，各単語の意味の定着を図る。
・英語で書かれた図表から適切な情報を素早く読み取れるように指導する。

	主な言語材料
	・drive to do
・finally

	8時間目
	Grammar and Exercises （p.105）

	指導のポイント
	・本課で扱う文法項目に再度注意を向けさせ，和訳，英作文ができるようにする。
・空所補充および整序英作文では，文法事項のまとめを見ながらではなく，自分の力で解けるようにする。
・Wordsに関しては，それぞれの単語の意味や用法，類義語などを様々な例を通して詳しく学習する。

	主な言語材料
	・not ～ either
・it takes ～＋ 時間 ＋ to do
・end up + doing
・Wordsの単語

	9時間目
	Activity （p.148）

	指導のポイント
	・英文を聞き，主張，支持文，結論を簡単なメモをとるなどして正確に把握できるように指導する。
・空所を埋める問題では，既習の単語を聞き取り，間違いなく綴ることが出来るよう指導する。
・英作文問題は本課で学習した主張，支持文，結論の英文構造を明確にするよう指導する。

	主な言語材料
	・supportive of ～
・opposed to ～
・not quite sure of ～










観点別評価規準（案）
観点別評価規準（案）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
	観　点
	評価規準

	関心
意欲
態度
	●ろうそく問題に興味を抱き，その解決法を見つけようとしている。
●ろうそく問題を用いて行われた実験の内容を理解し，それにより得られた結果に興味を抱いている。
●２つの実験から，おもしろいという理由で何かをするという衝動は創造性にとって重要であると理解できる。
●内容だけではなく，本課を通じて文構造や論の展開方法などに興味を持てる。

	表現の能力
	話すこと
	●本文に関する質問を英語で作成することができ，教師側からの発問についても的確に答えられる。
●意味のまとまりを適切に区切り，リズムを持って説明や発表をすることができる。
●新出単語とそれを含む例文を暗唱することができる。
●グループ活動において積極的な会話を行い，自身の考えをうまくまとめることができる。

	
	書くこと
	●新出単語とそれを含む例文をすばやく筆記することができる。
●新出の文法事項を含む本文を記憶し，教師側の指示や質問に適切に対応することできる。
●本文にある情報を簡潔に表にまとめ，要約文を作成することができる。

	理解の能力
	聞くこと
	●本課本文，英問並びに教師側の質問を正確に理解できる。
●グループ活動において他者の意見を聴き議論することができる。

	
	読むこと
	●各パラグラフにテーマやトピックセンテンスを示すことができる。
●各パラグラフ内の英文を正確に理解することができる。
●音読に必要な技能（強勢，リズム，区切り）の習得に向上がある。
●直読直解の技能獲得に向けて努力をしている。

	言語や文化についての知識・理解
	●既習の文法内容とディスコースマーカーの有用性を駆使して，新出英文の理解に取り組んでいる。
●本課で学んだ主張，支持文，結論の英文構造を英作文問題などで表現しようとしている。
●創造性が発揮されるメカニズムを理解している。




Chapter 12
Spark Joy－Tidy Up to Establish the Lifestyle You Want
指導のポイント　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
・筆者が提唱する独自の片付け法について知る。
・様々な専門家が提唱してきた片付け法と筆者が提唱する片付け法を比較し，その違いを理解する。
・「片付けは目標ではなく，自身の送りたいライフスタイルを確立するための道具にすぎない」という筆者の主張を確認し，人生を変えるためにはどうすればよいと筆者が考えているかを読み取る。
	1時間目
	パラグラフ１～２（p.108）

	指導のポイント
	・First…, Second…などの時間の経過を表す表現を確認しながら読み進めるよう指導する。
・試験前に衝動的に片付けをしてしまう筆者の様子と，その片付けがもたらした結果を理解する。
・多くの人がプレッシャーのかかる場面で衝動的に片付けをしてしまう理由を知る。

	主な言語材料
	・unable
・due
・previous

	2時間目
	Comprehension, True or False? （p.109）

	指導のポイント
	・本文のタイトルとして，どの選択肢が適切かを理解させる。
・英文の選択肢の内容を正しく把握し，与えられた英語に続く選択肢として最適なものを本文と照らし合わせて判断する。
・本文を原因と結果の関係を中心に整理する。

	主な言語材料
	・urge
・under pressure

	3時間目
	パラグラフ３～５ （p.110）

	指導のポイント
	・様々な専門家が提唱する片付けのルールを確認する。
・専門家の提唱する片付けのルールを学んだ後に筆者がどのような考え方を持つようになったのかを読み取る。
・筆者がどのような片付けを行ったのかを確認させる。
・筆者がどれほど物を捨てようと満足することができなかった理由を推測させる。
・get rid of～やtry doingの表現を理解させる。

	主な言語材料
	・get rid of ～
・try doing

	4時間目
	Comprehension, True or False? （p.111）

	指導のポイント
	・本文の主題としてふさわしい選択肢を，その他の選択肢を含め正確に和訳させた上で理解させる。
・選択肢を選ぶ際，根拠となる内容が本文のどこにあるのかを確認させる。
・選択肢にある単語の意味を確認し，片付けのルールを整理する。

	5時間目
	パラグラフ６～８ （p.112）

	指導のポイント
	・筆者が発見した新たな片付けの方法を確認する。
・新たな片付けを発見する前と発見した後の筆者の片付け方を比較し，その違いを理解する。
・最終段落で筆者が述べた本課の結論と主張を理解する。

	主な言語材料
	・at the sight of ～

	6時間目
	Comprehension, True or False? （p.113）

	指導のポイント
	・本文のタイトルとして，どの選択肢が適切かを理解させる。
・英文の選択肢の内容を正しく把握し，与えられた英語に続く選択肢として最適なものを本文と照らし合わせて判断する。
・本文から読み取れる事柄を元に，表の空欄に適切な語を素早く当てはめることが出来るよう指導する。 

	7時間目
	Review （p.114）

	指導のポイント
	・本文のタイトルとして，どの選択肢が適切かを理解させる。
・本文で提示された片付けに関する2つの異なるルールを整理する。
・文章の空所に語を補う問題の指導を通して各単語の意味の定着を図る。

	主な言語材料
	・be satisfied with～

	8時間目
	Grammar and Exercises （p.115）

	指導のポイント
	・本課で扱う文法項目に再度注意を向けさせ，和訳，英作文ができるようにする。
・空所補充および整序英作文では，文法事項のまとめを見ながらではなく，自分の力で解けるようにする。
・Wordsに関しては，それぞれの単語の意味や用法，類義語などを様々な例を通して詳しく学習する。

	主な言語材料
	・get rid of～
・try doing
・at the sight of～
・Wordsの単語

	9時間目
	Activity （p.149）

	指導のポイント
	・英文を聞き，主張，支持文，結論を簡単なメモをとるなどして正確に把握できるように指導する。





観点別評価規準（案）
観点別評価規準（案）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
	観　点
	評価規準

	関心
意欲
態度
	●筆者が提唱する片付け法に興味を抱いている。
●プレッシャーのために片付けに駆られる人々や，広く提唱されている片付け方法では満足することができなかった筆者の心情を理解しようとしている。
●筆者が片付けに関して見出したライフスタイルのあるべき姿に興味を理解しようとしている。

	表現の能力
	話すこと
	●本文に関する質問を英語で作成することができ，教師側からの発問についても的確に答えられる。
●意味のまとまりを適切に区切り，リズムを持って説明や発表をすることができる。
●新出単語とそれを含む例文を暗唱することができる。
●グループ活動において積極的な会話を行い，自身の考えをうまくまとめることができる。

	
	書くこと
	●新出単語とそれを含む例文をすばやく筆記することができる。
●新出の文法事項を含む本文を記憶し，教師側の指示や質問に適切に対応することできる。
●本文にある情報を簡潔に表にまとめ，要約文を作成することができる。

	理解の能力
	聞くこと
	●本課本文，英問並びに教師側の質問を正確に理解できる。
●グループ活動において他者の意見を聴き議論することができる。

	
	読むこと
	●各パラグラフにテーマやトピックセンテンスを示すことができる。
●各パラグラフ内の英文を正確に理解することができる。
●音読に必要な技能（強勢，リズム，区切り）の習得に向上がある。
●直読直解の技能獲得に向けて努力をしている。

	言語や文化についての知識・理解
	●既習の文法内容とディスコースマーカーの有用性を駆使して，新出英文の理解に取り組んでいる。
●本文で提示された異なる意見を整理し，誰の意見かを見極めながら正確に英作文問題などで表現することができる。




Chapter 13
Mutual Understanding of Different Cultures
指導のポイント　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
・日本人にとっては問題の無い挨拶が外国人との間に誤解をもたらすことを知る。
・西洋諸国でその挨拶が使われない理由を知る。
・その挨拶に対して異なる文化を持つ人がどのように感じるかを知る。
・なぜ日本でその挨拶が必要とされるかを知る。
・日本の文化と他文化の相違点を確認した上で，相互理解の重要性と自国文化を説明できることの重要性を学ぶ。
	1時間目
	パラグラフ１～４（p. 116）

	指導のポイント
	・パーティーで西山夫人が夫のアメリカ人の同僚にどのような印象を与えたかを知る。
・何故西山夫人は悪い印象を持たれたのかを推察させる。
・挨拶に悪印象を持たれた原因があったことを知る。
・仮定法過去完了の用法を理解させる。

	主な言語材料
	・every time ～
・hear A doing
・What’s wrong with ～?
・wonder if ～
・lie in

	2時間目
	Comprehension, True or False? （p. 117）

	指導のポイント
	・西山夫人がアメリカ人の同僚に与えた印象が「悪いもの」だったことを確認させる。
・本文を確実に理解させた上で，主題および内容に関する問題への対処法を指導する。
・英問英答への対応を，本文の意味から解説する。
・問３に対する答えとして，必要な情報のみで簡潔な文章を作る方法を指導する。

	主な言語材料
	・be happy to do
・sound C

	3時間目
	パラグラフ５～７ （p. 118）

	指導のポイント
	・西山夫人の挨拶のようなフレーズは，異なる文化を持つ人との間に誤解をもたらすことを知る。
・表を参考に，西洋諸国ではそのフレーズが使われていないことを知る。
・それが使われない３つの理由を把握させる。

	主な言語材料
	・those who ～
・ask for ～
・ask ～ for …

	4時間目
	Comprehension, True or False? （p. 119）

	指導のポイント
	・本文の内容を読み取り，表を完成させる
・英問英答への対応を，本文の意味から解説する。
・第７パラグラフから３つの理由を把握し，日本語でまとめる方法を指導する。

	5時間目
	パラグラフ８～10 （p. 100）

	指導のポイント
	・日本人とは違う，外国人の考え方を理解させる。以下３つの考え方と反応を確認する。
①上司と部下が私生活では同等である→こびへつらっていると誤解される。
②妻と夫は別のものと考えている→妻は夫に対し過干渉であると誤解される。
③依存の表明＝独立の欠如を示す→夫は無能であると誤解される。
・dependence⇔independence等を参考に，否定の接頭辞の用法を確認する。

	主な言語材料
	・tend to do
・refer to ～
・first, ～. second, ～. third, ～.

	6時間目
	Comprehension, True or False? （p. 120）

	指導のポイント
	・本文の主題として「文化によって人々は異なった考え方をする」がふさわしいことを理解させる。
・問２に対する答えとして，必要な情報のみで簡潔な文章を作る方法を指導する。
・文脈を把握し，確信をもって空欄に英文を当てはめられるよう指導する。
・would like 人 to doの用法を確認する。

	7時間目
	パラグラフ11～14 （p. 121）

	指導のポイント
	・p.100の内容と対比させ，なぜ日本でそのフレーズが必要とされるのかを理解させる。
①部下は私生活においても上司に謝意を示さねばならない
②妻は夫と別れた存在とは見なされない
③日本は相互依存の社会である
・第14段落の内容から，筆者の述べた結論を理解させる。

	主な言語材料
	・regard ～ as …
・in terms of ～
・rather than ～
・that is why ～

	8時間目
	Comprehension, True or False? （p. 122）

	指導のポイント
	・本文の主題として「２つ」適切なものを選び，残り１つの選択肢がなぜ不適切なのかを理解させる。
・問２に対する答えとして，必要な情報のみで簡潔な文章を作る方法を指導する。
・要約文の内容を素早く把握し，品詞の役割や意味から，確信をもって空欄に語を当てはめられるよう指導する。

	主な言語材料
	・be expected to ～
・such as ～

	9時間目
	Review （p. 123）

	指導のポイント
	・本文のタイトルは「他文化間の相互理解の重要性」であり，残りの選択肢はそれを示すための支持文であることを確認する。
・各選択肢がそれぞれどのパラグラフの内容をまとめたものなのか本文に戻って確認し，論が展開された順に表に選択肢を当てはめる。
・異なる文化をもつ人々の考え方を示す文章に入れるキーワードをそれぞれ本文に戻って探し，完成させる。

	10時間目
	Grammar and Exercises （p. 124）

	指導のポイント
	・本課で扱う文法項目の知識を定着させ，空欄補充や整序英作文に適切に対処出来るように指導する。
・本文にもどり，それぞれの文法事項がどのように用いられているか，前後の文脈を含めて確認させる。
・Wordsに関しては，それぞれの単語の意味や用法，類義語などを様々な例を通して詳しく学習する。

	主な言語材料
	・hear ～ + 現在分詞
・wonder if ～
・仮定法過去完了形　＜If S’ had done, S＋助動詞の過去形＋have done＞
・Wordsの単語

	11時間目
	Activity （p.150）

	指導のポイント
	・トムとケイコの対話から，空欄に当てはまる語句を聞き取り，それを正しく綴れるよう指導する。
・空所を入れた文章を元に，既習の文法事項を積極的に含めた英文を作成するよう指導する。

	主な言語材料
	・what’s the matter with ～
・what makes A do




観点別評価規準（案）
観点別評価規準（案）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
	観　点
	評価規準

	関心
意欲
態度
	●西山夫人の挨拶が何故誤解を招いたのかを積極的に知ろうとしている。
●なぜその挨拶が西洋諸国で使われないのか，その理由を知り，日本人との考え方の違いに興味を抱いている。
●異なる文化を持つ人々の考え方と，自分たちの考え方を比較し，その違いを知ろうとしている。
●考え方による違いから生まれる誤解を，どのように解決するべきなのか，本課を通じて自分なりの意見をもつことが出来る。

	表現の能力
	話すこと
	●本文に関する質問を英語で作成することができ，教師側からの発問についても的確に答えられる。
●意味のまとまりを適切に区切り，リズムを持って説明や発表をすることができる。
●新出単語とそれを含む例文を暗唱することができる。
●グループ活動において積極的な会話を行い，自身の考えをうまくまとめることができる。

	
	書くこと
	●新出単語とそれを含む例文をすばやく筆記することができる。
●新出の文法事項を含む本文を記憶し，教師側の指示や質問に適切に対応することできる。
●本文にある情報を簡潔に表にまとめ，要約文を作成することができる。

	理解の能力
	聞くこと
	●本課本文，英問並びに教師側の質問を正確に理解できる。
●グループ活動において他者の意見を聴き議論することができる。

	
	読むこと
	●各パラグラフにテーマやトピックセンテンスを示すことができる。
●各パラグラフ内の英文を正確に理解することができる。
●音読に必要な技能（強勢，リズム，区切り）の習得に向上がある。
●直読直解の技能獲得に向けて努力をしている。

	言語や文化についての知識・理解
	●既習の文法内容とディスコースマーカーの有用性を駆使して，新出英文の理解に取り組んでいる。
●異なる文化の相互理解について，短くわかりやすい英文で表現しようとしている。




Supplementary Reading
Visas for Life
指導のポイント　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
・1939年当時のリトアニアの状況を理解させる。
・外交官としての杉原の立場と外務省とのやり取りを読み取らせる。
・杉原一家に降りかかる困難を読み取らせる。
・杉原のリトアニアでの行為の発見と，最高位の称号獲得までの経緯を理解させる。
	1時間目
	Part 1（pp.126-127）

	指導のポイント
	・ヒトラーから逃れようとするユダヤ人の状況を読み取らせる。
・ユダヤ人が希望する出国方法と，支援したい杉原の行動を読み取らせる。
・外務省への査証交付の許可申請のやり取りを理解させる。

	主な言語材料
	・SVMの倒置形
・move about 
・目的の副詞節so that ～ 
・plead for ～
・sympathized with ～

	2時間目
	Part 2 （pp. 128-129）

	指導のポイント
	・外務省からの回答をめぐる杉原一家の苦悩を読み取らせる。
・外務省の決定に背き自らの良心に従うことを決めた杉原の葛藤を理解させる。
・「人間であること」を優先した杉原の書簡を確実に読み取らせる。

	主な言語材料
	・分詞構文
・in the end
・to tell the truth
・have a firm belief that ～
・at the cost of ～

	3時間目
	Part 3 （pp. 130-131）

	指導のポイント
	・査証交付に忙殺される杉原の姿を読み取らせる。
・緊急避難を指示する外務省からの電報に対する杉原の行動を読み取らせる。
・ベルリンに向かう駅での様子を理解させる。

	主な言語材料
	・主格補語の現在分詞
・hour and hour, day by day
・関係代名詞の非制限用法
・not to do
・no longer
・run out
・while doing 

	4時間目
	Part 4 （pp. 132-133）

	指導のポイント
	・服務違反で解雇された杉原の生活を理解させる。
・杉原のリトアニアでの行為の評価のきっかけを読み取らせる。
・1985年の受賞とその後について理解させる。

	主な言語材料
	・dare to do
・強調構文
・come forward
・in doing
・in addition

	5時間目
	Comprehension （pp. 134-135）

	指導のポイント
	・正確な読み取りを通じて，本文への理解を深めさせる。
・設問箇所への迅速対応を促すため音読を強化する。

	主な言語材料
	・allow ～ to do
・a great number of ～

	6時間目
	Activity （p.151）

	指導のポイント
	・空所補充問題への取り組み方を再確認する。
・手紙の定型表現を理解させる。
・本文で扱われた語法・構文をしっかりと定着させる。

	主な言語材料
	・take power
・at the time of ～




観点別評価規準（案）
観点別評価規準（案）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
	観　点
	評価規準

	関心
意欲
態度
	●この課のタイトルである「命のビザ」に対して関心がある。
●他国での出来事に対して積極的に知識を取り入れようとしている。
●「諸国民の中の正義の人」という称号が持つ意味を理解しようとしている。

	表現の能力
	話すこと
	●本文に関する質問を英語で作成することができ，教師側からの発問についても的確に答えられる。
●意味のまとまりを適切に区切り，リズムを持って説明や発表をすることができる。
●新出単語の発音やアクセントに注意を払い，それを含む例文を暗唱することができる。
●英文読解だけでなく，自身の考えをうまくまとめることができる。

	
	書くこと
	●新出単語とそれを含む例文をすばやく筆記することができる。
●文法の重要事項を含む本文を記憶し，適切に運用することできる。
●時系列的に本文の情報をまとめ，要約文を作成することができる。

	理解の能力
	聞くこと
	●本課本文，英問並びに教師側の質問を正確に理解できる。
●グループ活動において他者の意見を聴き議論することができる。
●リスニング力アップに向けて継続した努力を行っている。

	
	読むこと
	●各partにある中心文を見つけることできる。
●既習の読解技術を効率的に運用できる。
●音読に必要な技能（強勢，リズム，区切り）の習得に向上がある。
●未知の単語に対しても動じることなく，適切に対応しようとしている。

	言語や文化についての知識・理解
	●重要構文を既出事項と関連させて，積極的に吸収しようとしている。
●ページ内に挿入された資料に積極的に興味を示し，知識量の増加に取り組んでいる。
●世界中にa great humanitarianと知らしめた人物の生涯について，自分の考えをまとめることができる。




